
２
期
目
の
所
信
、活
動
方
針

全
旅
連

１
面
か
ら
続
く

厚労大臣賞に島根県旅組
会長賞は高知県青年部

第

回「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」

本
社
社
長
賞
は

滋
賀
県
旅
組

表
彰
式
を
６
月

日
の
全
国
大
会
で

全旅連全国大会特集

井
上
善
博
会
長
に
聞
く

業
界
の
地
位
向
上
、対
外
ア
ピ
ー
ル

委
員
会
を
再
編
成
、８
部
会
制
に

（５） 第３２７１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）６月１６日（月曜日）

各賞を決めた選考委員会（５月日、全国旅館会館）

昨
年
の
第
１
０
２
回
全
国
大
会
（
札
幌

市
）
。
今
年
も
多
く
の
組
合
員
旅
館
・
ホ

テ
ル
経
営
者
、
関
係
者
の
参
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
主
催
の
第

回
「
人
に

優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
の
受
賞
者
が
こ
の
ほ
ど

決
ま
っ
た
。
最
高
賞
の
厚
生

労
働
大
臣
賞
は
島
根
県
旅
館

ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
、
全
旅
連
会
長
賞
は
高
知

県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
青
年
部
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。
表
彰
式
は
６
月


日
、
全
旅
連
第
１
０
３
回

全
国
大
会
の
席
上
行
わ
れ

る
。賞

は
高
齢
者
を
は
じ
め
、

全
て
の
人
々
に
優
し
い
配
慮

を
行
い
、
安
心
・
快
適
に
楽

し
め
る
社
会
環
境
づ
く
り
に

貢
献
し
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
や

旅
館
ホ
テ
ル
組
合
の
活
動
を

表
彰
す
る
も
の
。


回
目
を
迎
え
た
今
回

は
、
昨
年
度
（
２
０
２
４
年

４
月
～

年
３
月
）
行
わ
れ

た
活
動
を
対
象
に
、
今
年
３

月
末
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
件
が
応
募
。

業
界
の
識
者
ら
選
考
委
員

（
委
員
長
＝
和
田
浩
一
・
第

８
代
観
光
庁
長
官
）
に
よ
る

採
点
と
審
議
で
各
賞
を
決
定

し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
島
根
県
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
（
事
業
名

＝
～
す
べ
て
の
ゲ
ス
ト
が
安

心
で
き
る
宿
づ
く
り
～
「
や

さ
し
さ
で
つ
な
ぐ
お
も
て
な

し
ガ
イ
ド
」
の
作
成
＜
障
害

者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
取

組
の
宿
泊
施
設
へ
の
推

進
＞
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
の
あ
る
人
を
迎
え
る
た
め

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
向
け
マ
ニ

ュ
ア
ル
「
や
さ
し
さ
で
つ
な

ぐ
お
も
て
な
し
」
を
作
成
。

車
椅
子
利
用
者
な
ど
、

「
外
見
か
ら
分
か
り
や
す
い

障
害
」
だ
け
で
な
く
、
嚥
下

え
ん
げ

障
害
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
、
「
外
見
か
ら
は
分
か
り

に
く
い
障
害
」
へ
の
対
応
も

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。

全
旅
連
会
長
賞
を
受
賞
し

た
高
知
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
青
年
部
（
同

＝
地
域
見
守
り
の
宿
）
は
、

不
審
者
か
ら
の
声
掛
け
や
つ

き
ま
と
い
、
痴
漢
、
暴
力
な

ど
、
何
ら
か
の
被
害
に
遭
っ

た
り
、
危
険
を
感
じ
て
助
け

を
求
め
て
き
た
子
供
を
宿
が

保
護
し
、
１
１
０
番
通
報
や

学
校
、
家
庭
へ
の
連
絡
を
行

う
制
度
を
創
設
。

「
地
域
見
守
り
の
宿
」
の

文
字
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
記
し

た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、

同
県
組
合
に
加
入
す
る
全
て

の
宿
に
配
布
。
取
り
組
み
に

賛
同
す
る
宿
に
施
設
の
入
り

口
な
ど
通
行
人
が
見
や
す
い

場
所
に
掲
示
し
て
も
ら
っ

た
。観

光
経
済
新
聞
社
社
長
賞

は
滋
賀
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
同
＝
滋
賀

の
魅
力
発
見
！
地
産
地
消
大

交
流
会
事
業
）
が
受
賞
。
地

元
の
食
文
化
継
承
、
地
産
地

消
の
促
進
を
目
指
し
て
生
産

者
と
宿
泊
事
業
者
に
よ
る
交

流
会
を
実
施
。
生
産
者
、
加

工
業
者
ら
に
よ
る
食
材
の
紹

介
や
商
談
、
試
食
会
を
行
っ

た
。賞

金
が
今
年
か
ら
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
。
厚
生
労
働
大
臣

賞
は
１
０
０
万
円
、
全
旅
連

会
長
賞
は

万
円
、
観
光
経

済
新
聞
社
社
長
賞
な
ど
各
賞

は

万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
る
。

第
３
部
会
は
、
宿
泊
業
技

能
試
験
セ
ン
タ
ー
が
行
う
特

定
技
能
試
験
の
受
験
者
拡
大

を
図
る
。
海
外
で
旅
館
の
仕

事
を
紹
介
す
る
ジ
ョ
ブ
フ
ェ

ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
報
活
動

を
行
う
ほ
か
、
採
用
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
中
規
模
以
下

の
宿
泊
施
設
に
対
す
る
外
国

人
材
の
好
事
例
の
発
信
も
行

う
。
ま
た
、
観
光
庁
推
奨
の

人
材
受
け
入
れ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
活
用
促
進
に
も
取

り
組
み
た
い
。

第
４
部
会
は
、
大
型
台
風

の
上
陸
予
想
が
報
道
さ
れ
た

時
な
ど
、
宿
泊
施
設
に
キ
ャ

ン
セ
ル
が
殺
到
す
る
場
面

で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
請
求
と

収
受
が
適
切
に
な
さ
れ
る
た

め
の
研
究
。
各
宿
の
営
業
に

資
す
る
指
針
を
検
討
す
る
。

第
５
部
会
は
従
来
の
シ
ル

バ
ー
ス
タ
ー
部
会
だ
が
、
シ

ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制
度
が

発
足
し
て

年
た
ち
、
次
の

時
代
を
見
据
え
た
制
度
へ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検

討
す
る
。
登
録
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大

や
、
国
に
よ
る
「
観

光
施
設
に
お
け
る
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認

定
制
度
」
へ
の
関
わ

り
も
検
討
し
た
い
。

第
６
部
会
は
、
業

界
の
地
位
向
上
、
組

織
力
向
上
に
つ
な
が

る
、
組
合
員
の
増
員

に
関
わ
る
取
り
組
み

を
行
う
。
既
存
の
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
組

織
の
メ
リ
ッ
ト
や
活
動
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
会
員
増
強
に
向
け

た
活
動
に
使
う
ツ
ー
ル
を
作

成
す
る
。

第
７
部
会
は
地
域
共
創
事

業
部
会
の
名
称
で
、
わ
れ
わ

れ
宿
泊
観
光
業
界
の
対
外
的

な
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
。
全
旅

連
青
年
部
が
主
催
す
る
「
宿

フ
ェ
ス
」
の
企
画
運
営
や
認

知
度
向
上
に
寄
与
す
る
ほ

か
、
国
や
地
方
自
治
体
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
た
観
光
需
要

の
創
出
、
旅
行
会
社
や
Ｉ
Ｔ

企
業
な
ど
の
異
業
種
と
協
働

し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
た
業
界
の
広
報
活

動
を
行
う
。

第
８
部
会
は
「
シ
ン
・
価

値
創
造
部
会
」
の
名
称
で
、

災
害
時
の
関
連
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

火
災
保
険
な
ど
各
種
の
事
業

の
磨
き
上
げ
、
普
及
推
進
活

動
を
行
う
。

―
―
か
な
り
大
幅
な
刷
新

と
な
る
。

Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
進
歩
な

ど
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。全
旅
連
の
活
動
も
、

こ
れ
ら
を
見
据
え
て
変
わ
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
の
時
代
を
担
う
若
手
と

言
わ
れ
る
が
、
多
く
の
方
が


前
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
地
域
や
宿
で
活
躍
し

て
き
た
彼
ら
の
力
も
借
り
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
業
界
を
け
ん

引
し
て
き
た
先
輩
方
の
力
も

も
ち
ろ
ん
必
要
だ
。
皆
さ
ま

の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し

て
、
業
界
の
課
題
解
決
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
み
た

い
。―

―
「
『
温
泉
文
化
』
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
全
国

推
進
協
議
会
」
の
事
務
局
と

し
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
む

か
。

「
温
泉
文
化
」
の
最
速
２

０
２
８
年
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
実
現
へ
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
現
在
進
め
て

い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
は
、
温
泉

や
温
泉
地
の
存
在
価
値
に
つ

い
て
、
人
々
の
認
知
度
を
高

め
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
誇

り
を
醸
成
す
る
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
引
き
続
き
強
力

に
取
り
組
み
た
い
。

同
時
に
、
「
温
泉
文
化
」

の
重
要
性
や
定
義
に
つ
い

て
、
今
ま
で
あ
い
ま
い
な
部

分
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
い
、
こ
の
点
の
議
論
も
し

た
い
。

先
般
、
「
『
温
泉
文
化
』

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
を
応
援
す
る
知
事
の
会
」

で
、
今
ま
で
参
加
を
し
て
い

な
か
っ
た
県
の
知
事
が
参
加

し
、
つ
い
に

都
道
府
県
全

て
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
非
常
に

心
強
い
。

―
―
全
旅
連
青
年
部
と
Ｊ

Ｋ
Ｋ
（
女
性
経
営
者
の
会
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
。

青
年
部
は
わ
れ
わ
れ
宿
泊

観
光
業
界
の
実
働
部
隊
と
し

て
、
そ
の
時
々
の
問
題
解
決

に
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
塚
島
（
英
太
）
部

長
が
２
期
目
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
勢
い
を
増
し

て
、
業
界
の
た
め
に
働
い
て

く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
Ｋ
は
新
た
に
山
田

（
佐
知
）
さ
ん
が
会
長
に
就

任
し
、
勉
強
会
や
社
会
貢
献

活
動
に
引
き
続
き
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後

も
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で

業
界
や
社
会
の
た
め
に
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

親
会
も
青
年
部
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ

と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
他

団
体
も
含
め
て
業
界
全
体
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
努

力
し
た
い
。

―
―
全
国
の
組
合
員
旅
館

・
ホ
テ
ル
、
全
国
大
会
参
加

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

今
年
の
全
国
大
会
は
第
１

０
０
回
以
来
、
３
年
ぶ
り
の

東
京
開
催
と
な
る
。
会
場
は

前
回
と
同
じ
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
。

夏
の
参
議
院
選
挙
を
控

え
、
わ
れ
わ
れ
の
業
界
に
理

解
の
あ
る
多
く
の
国
会
議
員

の
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

予
定
だ
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

自
由
闊
達

か
っ
た
つ

に
意
見
交
換
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。




